
veUSI

◎ ◎

○団長年頭あいさつ
・・・・・ ・…P2

0防 災訓練 ・秋季消防演習
・ ・・ ・・ ・・…P3

0出 初式特集
・ ・ …P4・5

0末 崎小学校防火作品
・ ・ ・ ・・…P6

0大 船渡市消防団1年 のあゆみ
・・ ・ ・…P7

}

し

翻

客

9ごi

と

臨鑑

響

匿

一罪
鷲

呂

～

・
忘 ジ 町 ∴

ご4→ 腿 唇1いパ ト

「

」 嵩 ㌧1
」Fで 亡o

・「'「1nu」

th〔'ビa」 「 ㌔ 」「 了 薄 ご]

も

副

　お

灘難欝欝繋 警
「 「 ポ 「 生

1酉'

∴・ジ

藪1〃 、鰻

云、
薩

亀

●『消す までは 心 の警 報ONの まま』0

2013年 度全国統一防火標語

編集 ・発行 大 船 渡 市 消 防 団(大 船 渡 市 盛 町 字 木 町1-1TELOI92-27-2119)

大 船 渡 地 区 消 防 組 合 ホ ー ム ペ ー ジhttp=//www.fd-ofunato.jp/

罫 ∵ ・

墜 緊 ∵1

灘 一鍵 苧㌔ 一∵



「

禽
◎

団
長
年
頭

あ

い
乞

つ

輝
か
し
い
平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民

の
皆
様
に
は
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
25
年
を
顧
み
ま
す
と
、
消
防
行

事
で
は
3
年
ぶ
り
に
大
船
渡
市
消
防
操
法
競
技

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
震
災
の
影
響
で
練
習
場

所
の
確
保
が
難
し
く
、
消
防
屯
所
も
復
旧
し
て

い
な
い
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
無
事
成
功
裏

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
団
員

お
よ
び
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
抑
止
目
標
を
14
件

に
設
定
し
、
予
防
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、
目

標
を
下
回
る
12
件
の
発
生
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
住
宅
火
災
に
お

い
て
3
月
に
4
人
、
11
月
と
12
月
に
1
人
ず

つ
、

計
6
人
の
犠
牲
者
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
消

防
活
動
の
使
命
は
、
人
命
の
安
全
確
保
が
最
優

先
で
あ
り
ま
す
の
で
、
全
分
団
に
夜
間
特
別
敬言

戒
態
勢
の
強
化
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
火
災
件
数
の
抑
止
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
協

大
船
渡
市
消
彷
団

団
長

新

沼

竹

美

力
し
な
が
ら
、
本
年
こ
そ
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
予
防
活
動
の
徹
底
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
台
風
や
局
所
的
な
集
中
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
お
い
て
も
、
全
国
的
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
津
波
注
意

報
も
二
度
発
表
さ
れ
、
当
市
で
は
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
れ
わ
れ
消
防
団
は
消
防

の
原
点
で
あ
る

「わ
が
郷
土
、
大
船
渡
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
義
勇
と
愛
郷
の
精
神
の

も
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
訓
練
を
重
ね
、
市
民

の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
る
こ
と

を
、
新
春
の
消
防
出
初
式
に
お
い
て
、
誓
い
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
大
船
渡
市

の

一
日
も

早
い
復
旧

・
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
大
船
渡

市
民
の
ご
健
勝
と
本
年
が
無
災
害
で
よ
り
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「消防団を中核 とした地域防災力切
充実強化に関す蚤法律』 が制定1

(平成25年法律第110号 平成25年12月13日 公布・施行)

阪神 ・淡路大震災や東 日本大震災などの経験を踏まえ、また、局所的な豪雨、豪雪や台風な

どによる災害が各地で頻発 している現状と社会経済情勢の変化を鑑み、消防団を中核とした地

域防災力の充実強化を図り、住民の安全確保に資することを目的として本法律が制定されまし

た。消防団を 「将来にわたり地域防災力の中核として欠くことのできない代替性のない存在」

と規定し、消防団員の確保、処遇の改善、装備や教育訓練の充実について、国および地方公共

団体は必要な措置を講ずることが義務化されました。
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第3分団第2

船本 洋道
27歳

中古品店で物色な
どを しています。

自分はマイペース過ぎるので
あまりにも甚だ しかったならば
しかって下さい。

この大変な時期 に入団してくれ
て頼も しく思います。仲間と一緒
に色々な経験をして欲しいです。

 

鯉
翼欝

蒙
家で寝て

地域のために貢献できるよう頑

長っていきたいと思います。

緒に頑張 って部のみんなと
きましょう。

団第4

唯斗

 

扮
木
歳
卜

第
鈴
20
川

量をお原

先輩と遊ぶ

消防屯所の早其

ます。

父親から受継いだはずの熱い魂

で一緒に消防団活動を頑張りましょ

う。
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盛 霧 防郷潔澱訓緯罐燐 肖辱鱒 翠認 謬、

圖

平成25年10月6日(日)、 東 日本大震災を教訓とし

て、今後の災害発生時における消防団員の安全管理

に対する意識の向上および防災関係機i関相互の協力

体制の確立、併せて消防活動の検証を目的 として市

内全域で防災訓練を実施しました。

大規模地震によ りライ フライ ンが損壊し建物火災

が発生、沿岸部には最大10メ ー トルの津波が来襲 し

第4分 団第1部

滝 田 龍也
20歳

バスケット

映画鑑賞、ドライブ
謹隔七

消防屯所の早期建設

野球、バスケッ トとスポーツマ
ンの龍也君!操 法競技会の選手も

期待しています。

第7分 団第1部

佐 藤 希
27歳

サツカー

漫画を読むこと

若い団員が増えて欲 しいです。

た との想定で行われ、沿岸分団は消防団安全管理マ

ニュアルに従い 「20分ルール」で避難誘導訓練、山

手分団は建物火災を想定 した火災防ぎょ訓練を全車

両に配備されているデジタル無線機iを使用し実施し

ました。 どの訓練 も実践的に行われ、各分団では、

訓練を検証し今後の災害活動に反映させていきます。

=

〆㌘欝

孝第5分 団第1部

小澤 春樹
28歳

子守り

釣 り、寝て過ごす

怒らないで指導 して下さい。

良き先輩を見習い、1日 も早 く

地域に頼られる消防団員になって

下さい。

第8分 団第1部

藤原 涼太
19歳

料理

内陸遠征、ドライブ

目指すは無災害 ・無火災!

悔か㎎悔

熱 熟

曜

第6分 団第3部

佐 々 木 烈
27歳

スポーツ

家族サービス

地域の皆様が安心 して暮らせる
消防活動をよろしくお願いします。

消防活動に積極的に参加 し、経
験を積み重ね、一緒に楽 しく頑張
りましょう。

第9分団第4部

杉山 竜太
28歳
ホース巻き

ドライブ

旅行に連れていって頂けるよう
精一杯頑張ります。

後灘 癬 灘 薪 今 で講 妄闇'{ナ ど みんな ま麟 をつけ礁 ってし、き

＼

」
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騒「火の用心」を三唱する金野

 

平
成
26
年
1
月
5
日

(日
)
、
快
晴
の
冬
空
の
も
と
盛
町

商
店
街
と
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
を
会
場
に
新
春
恒
例
の
平
成
26
年

大
船
渡
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
3
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
、
勇
壮
華
麗
な
ま
と
い
振
り
を
先

頭
に
、
消
防
職
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
車
両
部
隊
が
士

気
を
鼓
舞
す
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
を
背
に
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

そ
の
雄
姿
に
沿
道
か
ら
は
、
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
無
火
災
分
団
表
彰
、
ラ
ッ
パ
隊
員

・
ま
と
い

組
員
の
定
例
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
家
族
団
員
表
彰
の
伝
達

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ま
と
い
組
に
よ
る
ま
と
い
振
り
、
3
年

ぶ
り
と
な
る
ラ
ッ
パ
隊
の
ド
リ
ル
吹
奏
が
行
わ
れ
、
詰
め
掛

け
た
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
金
野
副
市
長
の
音
頭
に
よ
り

「火
の
用
心
」
を
参

加
者
全
員
で
三
唱
し
、
新
年
の
防
火
、
防
災
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

昨
年
は
消
防
団
が
発
足
し
て
1
2
0
年
の
節
目
の
年
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災

の
中
核
を
担
う
消
防
団
の
重
要

性
と
存
在
価
値
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
消
防

職
団
員
相
互
の
団
結
を
基
に
防
災

の
先
頭
に
立

つ
心
構
え
を

新
た
に
し
た
、
素
晴
ら
し
い
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。

彰

四

大

船

渡

市

長
衷

彰

無
火
災
分
団
表
彰

0
5
期
間
無
火
災
分
団

第
10
分
団

0
2
期
間
無
火
災
分
団

第
3
分
団

0
1
期
間
無
火
災
分
団

第
2
分
団

第
6
分
団

第
7
分
団

第
9
分
団

第
12
分
団

大
船

渡

市

消

防

団

長

表
彰

○
ラ
ッ
パ
隊

功
績
証

(5
年
以
上
在
籍
)

古
内

清
満

菅
生

旭

千
田

智
幸

久
保

将
彦

○
ま
と
い
組

功
労
証

(-o
年
以
上
在
籍
)

金
野

昭
博

朴
澤

太

一

〇
ま
と
い
組

功
績
証

(5
年
以
上
在
籍
)

吉
田

大
将

鈴
木

直

岡

菊
池

信
幸

笹
野

隼
人

舎

ソ ノ　が 　 　

もしい消

 

壕

噸 鱗 贔～ル吹奏

一 ぐ騨
ヘメ ノ

総監年頭あいさつ

消

防

団

員
家

族

表

彰

消
防
団
1
2
0
年

・
自
治
体
消
防
65
周
年
記

.

念
大
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
消
防
団
員
家
族

表
彰
の
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
親
等
以
内
に

(子

・
兄
弟
姉
妹
)
の
現
職

消
防
団
員
3
人
以
上
を
有
す
る
家
族
が
表
彰
対

象
で
す
。

…
論

日
本
消
防
協
会
表
彰

消
防
団
員
家
族
表
彰

黄
川
田
光
明

黄
川
田
光

一

黄
川
田
悠
介

金
野

尊

金
野

慎
也

金
野

敬
介

皇
第12分 団第3部

伊 藤 英
20歳

パイ生地作 り

新春マラソンに出 一
るため練習

和気あいあいとした中でも緊張
感を持ち活動 していきたいです。

先輩達から消防団員として分か
らない事を聞きなが ら、これから
の消防団活動を頑張って下さい!

二芸ご 簾

¢轡二ぐ二

響 ぎ.
毅 蕗1

第11分 団第2部

中 村 崇 嗣
21歳

タイピング

読書、パソコン

これからよろしくお願いします!

消防団は縦のつき合いが楽 しし

所です。使命 と責任感を持ちなカ

ら頑張ってほしいと思います。

第10分 団第3部

千 田 賢 明
32歳

どこでも寝 ら

ドライブ、遠出

ご指導よろしくお願いします。

久 しぶりに入った新入団員です。
これからも10-3を 盛 り上げて

行ってほしいと思います。

圖



【

馨 写!
難 妻

,声 　 、

防火作品は防災意識の高揚を図ることを目的として

お り、本年度は末崎小学校の児童が防火標語と防火写

生を作成 しま した。数多くの素晴らしい作品の中から
一部を紹介 します ♪
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■ 一i I

津波・水害対策用

救命胴衣贈呈式
平成25年10月6日(日)、 ㈱

生成インターナショナル様から

津波 ・水害対策用救命胴衣67

着が寄贈されました。贈呈式で

は制作会社のカザワトレーディング代表取締役の加沢慶久

様から新沼団長に手渡され、「消防団活動での安全対策の

強化に活用 します」と新沼団長が謝辞を述べました。

㈱ 生成インターナショナル様はNPO法 人 「がんばらん

ば隊」として、いのちの彩(い ろ)や野球のリアスリーグなど

のプロジェクトで被災地 を支援する活動をしており、 この

たび、絆プロジェクト三陸の佐藤健理事長 を通じて救命胴

衣を寄贈 していただくことになりました。

〔大船纏市消防団1年のあゆみ

救命胴衣にはフード(防 災頭巾)が ついて ＼

いて、フードをつけることで頭部を保護し、1

気を失って頭部が垂れ下がり水面下に没す ＼

ることを防ぐように設計されています。:ジ

消 防 団 員 の 命 を 守 る た め に 活 用1

さ せ て いた だ き ま す 。 ご 支 援 あ ド

りが と う ござ い ま した 。 二,

纐 講 樺 灘 霧)ま 部 を し東
4/1 消防団幹部辞令交付式 す ・3て 日

19分 団庶務担当者会議 の岩 年 い 本

2・ ラツパ隊辞令交付式 葬 鷺 査
21部 長 ・班長教養 分 消 に 。災

5/26騰ll練 ・春季消防灘 離 健魏

気仙地区支部初任団員教養6/16 一 法 し度 生

灘1購
・・/・ 纏糖 令交付式 藩 嚢

10一 般家庭査察

11/25消 防団120年 ・自治体消防65周 年記念大会

韓 麟 鰹{零 銭 難 鎌)
1/5大 船渡市消防出初式

28第1回 団本部夜警視察

2/25第2回 団本部夜警視察

3/2一 般家庭査察
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ポンプ機関授術指導・巡回整備1
甚平成25年10月27日(日)

、盛川河川敷、三陸分署、白浜漁村センターでポンプ機関技

術指導 ・巡回整備が行われました。消防ポンプの管理 ・運用の技術の向上と機器の性

能を保持し、災害に対する即応体制の確立を目的に2年 に1度 行われています。本年度

は古川ポンプ様、文林商会様の協力を得て、技術者からの技術指導と性能試験が行われ

ました。担 当団員は火災期に入る前に、機械の性能や管理の仕方を再確認する良い機会

になり、技術者からのアドバイスを受けて、火災現場で迅速な消防ポンプ操作ができるように熱心に取 り組みました。
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消防団120年 ◇白治猟消防65周 年記念六会
消防団の前身である 『消防組』のスタートから120年 目を迎え、さらには昭和23年 に制定された消

防組織法 ・消防法による自治体消防発足から65周 年を記念し、平成25年11月25日(月)に 東京 ドー

ムを会場に記念大会が行われました。消防の発展を振り返 り、関係者が一致協力して東 日本大震災

⊃

の教訓をいかし、より一層強固な体制づくりに決意を固めるため、全国の消防団員、消防職員、婦人防火クラブ員など約37,

000人 が集結し、大船渡市消防団からは新沼竹美団長以下27人 の幹部が参加しました。

江戸時代の町火消の伝統を受け継ぐ纏(まとい)振りや、はしご乗 りの演技を皮切りに

3部 構成で行われた大会は、天皇皇后両陛下ご臨席の下、第1部 の記念式典では安倍

晋三内閣総理大臣、伊吹文明衆議院議長、山崎正昭参議院議長、竹崎最高裁判所長

官が祝辞を述べられました。第2部 の消防実技では消防団のラッパ隊演奏、最新消防

車や100年 前の腕用ポンプによる放水訓練、消防職員による救助救急訓練が披露され

ました。第3部 では総合司会の徳光和夫さんや平野啓子さん、ナレーションを務めた菅

原文太さん、小倉優子さんなどが出演、またAKB48は 「恋するフォー

チュンクッキー」、布施明さんは 「マイ ・ウェイ」など歌を披露しました。

水前寺清子さんの 「三百六十五歩のマーチ」に合わせダンスをグランド

内で披露 した新沼哲副団長は 「消防は百年以上にわたる先人のご尽力に

よって発展してきた。自らの地域は自ら守るという先人の熱い思いを受け

継ぎ、未来の消防づくりに全力を尽 くさなければならない」と決意を固め

ました。およそ5時 間の記念大会は、参加者全員での消防未来宣言と万

歳三唱を最後に幕を閉じました。



部の銃廃合について
平成25年10月1日 に大船渡市消防団組織(部 ・班)が 改編されました。 これは消防団員の減少および東日本

大震災後の居住 区域の変化によ り分団部 ・班の改編を行い消防団組織の活性化 を図ることを目的 としています。

鑛 繋鍵 騨
第4分 団第1部 第4分 団第2部 と統合(1部 減)

㌧詩}翼 コ

第4分 団は第1部 ～第5部

第10分 団第2部

(小路、石浜、 田浜)
小路、石浜は第10分 団第1部(港)と 統合 第10分 団第2部 は1班 編成

第10分 団第3部

(岩崎 ・野形)
2班 か ら1班 に統合 第10分 団第3部 は1班 編成

第11分 団第5部

(中村、前 田、浪板)
3班 か ら2班 に統合 第11分 団第5部 は2班 編成

第11分 団第7部 第11分 団第6部 と統合(1部 減) 第11分 団は第1部 ～第6部

消防団員八団促進キヤンペーン実施中!
消防団は、個々の職業を持つかたわら 『自分たちのまちは自分たちが守る』 という義勇愛郷の

精神に基づき、地域の皆さんとふれあいながら安心 ・安全なまちづくりの実現に努力しています。

◎ 消 防 団員 の 待 遇

潮 撚馳

わ た しも'

醗 防 顧 鑑 、
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難 識 灘灘癬欝轟躍羅講　謙灘 灘難
消防団に興味を持たれた方や、消防団への入団を希望する方は、地域の消防団員、 または 鐙 晶　

大船渡消防署 ・三陸分署 ・綾里分遣所にその旨をお伝えくだ さい。

まちを愛する一人ひと りのカを結集すれば地域の安全は、必ず確かなものにな ります。

《問い合わせ》大船渡消防署(咀27-2119)三 陸分署(咀44-2119)

綾里分遣所(TEL42-2119)
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W威2s年g3住 宅x災 で犠糧者が多籔瀦生!
昨年は住宅火災で6人 もの尊い命が失われており、大船渡地区消防組合管内

で過去に例のない、非常に憂慮すべき事態となりました。この事態を重く受け止

め、これ以上火災による犠牲者を出さないために、市 民一人ひとりに「火災予防

の再確認!」 「わが家から絶対に火事をださない!」 という心掛けをお願いします。

また、災害時要援護者 といわれるお年寄 りや、身体の不自由な方を火災から守

るため、隣近所で注意を呼び掛け、避難 時の協力体制をつくるなど、災害に強い

■

平成25年火災件数
(平 成25年1月1日 ～12月31日)

建 物 火 災 7件

林 野 火 災 2件

車 両 火 災 2件

船 舶 火 災 0件

その他火災 1件

合 計 12件
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